
収入の構成
（2,080百万円）

支出の構成
（2,080百万円）

日本下水道協会の収入／支出構成（令和8年度）

研修一覧

会員の構成 ※括弧内の数値は会員数（令和8年2月1日）：計2,884会員

組織概要 令和8年2月1日現在

総務部 総務課、財務課、
展示会企画室

経営課、研修課

企画課、広報課、
情報課、国際課

技術課、規格検査課
地区事務所

経営・研修部

企画部

技術部

理事長
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長
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地方下水道協会

都府県下水道協会

北海道（5地区支部）、東北、関東、
中部、関西、中国四国、九州
46都府県

連携団体

〒101-0047　東京都千代田区内神田2-10-12　内神田すいすいビル
　　　　　　  TEL 03-6206-0260（代表）

公益社団法人 日本下水道協会

賛助会員
参与会

※単位未満で四捨五入しています。
　このため、合計と内訳の計は必ずしも一致しません。

予備費支出
5百万円
0.3%

公益事業
（経営・技術調査、
検査認証、講習会等）
1,199百万円
57.6%

収益事業
（下水道展事業等）

343百万円
16.5%

共益事業
（功労者の表彰等）

79百万円
3.8%

法人会計
（管理事務費等）
317百万円
15.2%

5.1%

投資活動支出
106百万円

1.5%

法人税等支出
31百万円

前期繰越収支
差額充当額
173百万円
8.3% 会費

490百万円
23.6%

38.8%

公益事業
（経営・技術調査、
検査認証、講習会等）

806百万円

26.8%

収益事業
（下水道展事業等）

558百万円

1.5%

共益事業
（下水道賠償責任保険等）

32百万円

0.6%

その他
（補助金等収入等）

12百万円
0.4%

投資活動収入
9百万円

2月1日版

下水道事業を実施・計画中の地方公共団体

国又は地方公共団体の出資等を受け下水道に関する業務を行う法人（公団・公社等）

下水道事業に密接な関係があり本会の目的達成に賛助協力するもの(下水道関連メーカー、コンサルタント等）

下水道事業の経営又は下水道の技術に関心を有する個人

下水道の普及発達に特別の功績があった方で、理事長の推薦により総会の承認を得たもの

一種正会員（1,512）

二種正会員（44） 

賛助会員（904）

特別会員 （460）

名誉会員（8）

コース 講習会名 開催月（予定） 開催場所（予定）

第 61回下水道技術職員養成講習会（地方下水道協会と共催）
第 55回下水道事務職員養成講習会（地方下水道協会と共催）
令和 8年度管路設計講習会Ⅰ
令和 8年度管路設計講習会Ⅱ
令和 8年度管路施工講習会
令和 8年度管路維持管理講習会
第 36回下水道排水設備講習会
第 30回下水道用管路資器材研修会
令和 8年度下水道GXに関するセミナー
第 35回下水道技術セミナー
令和 8年度下水道トップセミナー
公営企業会計の消費税に関する講習会
令和 8年度初任者のための徴収事務講習会（下水道使用料）
令和 8年度初任者のための徴収事務講習会（受益者負担金）
令和 8年度下水道広報セミナー
令和 8年度使用料改定講習会
「管路施設更生工法における設計・施工ガイドライン -2026 年版 -」改定説明会

東京都／大阪市／ライブ配信／ e-ラーニング
東京都／ライブ配信／ e-ラーニング

東京都
東京都
東京都
東京都

東京都／ e-ラーニング
全国 12会場
未定
東京都
東京都
東京都
東京都
東京都
東京都
東京都

東京都／大阪市／ e-ラーニング

6月～7月
6月～ 7月
9月～ 11月
1～ 2月
9月～ 11月
9月～ 11月
9月～ 10月
8月～ 11月
未定
未定
5月
未定
未定
未定
未定
未定
未定

基礎コース

実践コース

技術コース

経営コース

図書説明会

概要版
2月1日版



日本の意見を
集約・調整

国際交流による情報収集・発信

他各種情報発信

IFAT
国際セミナー
WEFTEC
ワークショップ

日本下水道協会の主な取り組み日本下水道協会の主な取り組み令和
8年度

設立当初と現在 下水道の課題
日本下水道協会は会員と共に
課題解決を目指してアプローチ

会員ニーズをとらえた計画を策定

中期計画2022（最終年度）

4万Kmが耐用年数経過50万km 地球12.5周分

9割の
処理場が
老朽化

地方公共団体の
下水道職員
6割減

人口減による収入減
増加する維持費

地方公共団体
公団・公社など約1,500

約900 民間企業
個人会員等も
入会中

協会発行書籍

会　　員

管　　路

普及率

46指針
32規格 他各種マニュアル

8％
1964年 2025年

82％

連携の架け橋支援ツール
持続可能で安心・安全な
下水道をサポート 下水道で未来を拓く リアルな下水道を伝える

下水道界と
あらゆる団体をつなぐ 次世代へ技術継承

下水道技術の
国際展開を支える

DX・GX 必要性・重要性・
魅力

学びの場と
技術の向上

国際化

経営支援 DX支援 下水道展’26東京

連携機会の拡大
Geマッチング

国際規格への対応

下水道研究発表会下水道に関する情報誌・学術誌

協会会員の

声を届ける

下水道の広報

下水道事業の啓発活動

毎月1日発行　
協会HPから
電子版が
閲覧可能

下水道協会誌

提言活動（7月,11月）
定時総会（6月）
下水道促進大会（11月）

GX支援

・「じゅんかん育ち」の
  普及拡大 ・GXセミナー
・環境に配慮したエコ資器材の
  認定工場制度適用

・下水道共通プラットフォーム
 （すいすいプラット）
・DXルールの整備
・下水道データの収集と公表 
 （下水道統計）

・使用料算定の手引き改訂
・シミュレーションソフトの拡充
・経営戦略・使用料改定支援事業
・下水道サイバー保険
・官民連携や広域化・共同化の
先進事例公開

脱炭素・下水汚泥の
利用促進施設の老朽化・建設・

維持管理への対応

地方公共団体の
経営健全化を支援

技術支援

・老朽化に関する
  指針類の改定
・積算資料の改定 等

災害支援

・災害支援ルールの理解促進
・災害時支援関係サイトの運営
・大規模災害時の支援

【公式X】

8月4日～7日
東京ビッグサイト 350 編を超える

多彩な発表

約20種類の研修

8月4日～6日
東京ビッグサイト

地方公共団体
×

会員民間企業
＝

135万通り

認定工場
制度

資器材の信頼性向上

次期中期計画の策定

裏面参照

裏面参照

TC224
国内審議団体ISO

・安心・安全な下水道用
資器材の提供
・下水道用資器材の規格化
・制度に基づく厳格な製品検査

2022 ▶ 2026

2027 ▶ 2031



←文字色

四角色

令和8年度

事業計画概要
公益社団法人 日本下水道協会

1



←文字色

四角色

Japan Sewage Works Association 

はじめに

下水道事業の安定かつ

持続的な運営に向けて
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四角色

Japan Sewage Works Association 

令和8年度重点項目

重点事業項目① 新規

3

次期中期計画の策定

⚫ 令和8年度は中期計画2022の最終年度

⚫ 令和9年度からの次期中期計画について、会員のニーズをとらえた
計画を策定中

新規

企画課
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四角色

Japan Sewage Works Association 

令和8年度重点項目

重点事業項目② 新規

4

下水道施設の老朽化

による事故への対応

⚫ 「下水道管路マネジメ
ントのための手引き」
策定

⚫ 令和8年秋頃発行予定

技術課

新規

下水道事業の

サイバーリスク対応

⚫ 下水道サイバー保険の
新設

⚫ 令和8年4月から運用

⚫ サイバー攻撃に起因す
る損害等を補償

新規

経営課

地方公共団体の

経営健全化を支援

⚫ 経営戦略や使用料改定
の支援事業を新設

⚫ 「下水道使用料算定の
基本的考え方」改訂

⚫ 令和９年３月発行予定

新規

経営課



←文字色

四角色

Japan Sewage Works Association 

令和8年度重点項目

重点事業項目③ 強化

5

事業効率化・メンテナビ

リティ・見える化へのDX

⚫ 管路台帳システム「下
水道共通プラット
フォーム」の拡大展開

⚫ 公開台帳閲覧サービス
開始

強化

情報課

連携機会の拡大

会員のマッチング

⚫ Geマッチングの課題
別Web説明会を拡大

⚫ 自治体の課題に対して
複数企業が提案できる
場を提供

強化

企画課

広報・普及啓発

見える化の推進

⚫ 下水道の課題や様々な
取り組みについて積極
的な広報を展開

⚫ 水インフラの重要性と
魅力を発信

強化

広報課
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Japan Sewage Works Association 

令和8年度重点項目

重点事業項目④ 継続

6

研発のロゴを提
供ください

下水道界の交流の場

下水道展/研究発表会

⚫ 下水道展（8/4～7）

⚫ 研究発表会（8/4～6）

⚫ 東京ビッグサイトで同
時開催

下水道事業を支える

認定資器材の品質確保

⚫ 下水道用資器材・排水
設備用製品の品質及び
性能確保

⚫ ニーズに対応した新た
な認定資器材の拡大

事業課題解決に向けた

海外情報の収集・発信

⚫ 国際セミナー開催

⚫ IFAT2026参加

⚫ 米国水環境連盟年次総

会(WEFTEC)参加

⚫ 国際規格への対応

規格
検査課国際課研修課展示会

企画室 技術課
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7

人材（ヒト）への対応
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Japan Sewage Works Association 

ヒト モノ カネ官民連携、広域化・共同化

下水道事業運営の効率化・官民連携に向けた支援

8

※会員サイトのため、ログ

インが必要になります。

官民連携や広域化・共同化の
先進事例公開

⚫ 官民連携や広域化・共同化等の

先進取組事例を調査し、HPに公開

事例集

広域化
・

共同化
官民連携

接続促進
下水道使用料

改定

経営課
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Japan Sewage Works Association 

ヒト モノ カネ下水道界の人材育成

下水道研究発表会・各種講座

9

学びの場
と

技術の向上

各種講座

⚫ 年間17件の講座を開催

下水道研究発表会

⚫ 8月4日(火)～6日(木)

⚫ 東京ビッグサイト

    

バナーデータをご提供く
ださい

研修
コース

基礎

実践

技術経営

図書
説明会

研修課
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Japan Sewage Works Association 

ヒト モノ カネ地方公共団体間の交流・連携の場の創出

情報交換・連携強化等支援

10

連携
促進

関連団体との連携
情報交換、連携強化及び提言活動等を支援
⚫ 流域下水道都道府県協議会
⚫ 全国流域下水道促進協議会連合会
⚫ 全国町村下水道推進協議会
⚫ 下水道研究会議

都道府県委員会、町村委員会

都道府県や町村特有の課題解決に向けた情報交換の場として開催

首長懇談会

首長自らが関係省庁の幹部職員と意見交換を行うことができる場として開催

経営課
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Japan Sewage Works Association 

ヒト モノ カネ官民の交流・意見交換の場の創出

「下水道展」・「Geマッチング」等の開催

11

交流・
意見交換
の創出

Geマッチング

⚫ 技術導入説明会を本格始動し
官民連携の機会を拡充

下水道展’26東京

⚫ 8月4日(火)～7日(金)

⚫ 東京ビッグサイト

    

Ge
マッチング

NEW

まなび場

下水道
タウン

マッチング

Web
マッチング

強化

展示会
企画室 企画課
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四角色

12

資産（モノ）への対応
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四角色

Japan Sewage Works Association 

ヒト モノ カネ

技術支援

施設の建設、維持管理、老朽化への対応

地方公共団体等が適切に対応できるよう

指針類等の作成・改定等を通じた技術的支援

13

積算資料類の改定

⚫下水道施設維持管理積算要領
管路施設編-2026年版-

 10月発行予定

⚫下水道用設計標準歩掛表（白本）
    6月発行予定

指針類の改定

⚫管路施設更生工法における設計・施
工ガイドライン-2026年度版-
  7月発行予定・図書説明会有

⚫下水道管路マネジメントのための手
引き
    秋頃発行予定

⚫下水道施設耐震計算例-2027年版-

•管路（前編、後編） 1月発行予定

•処理場・ポンプ場編 3月発行予定

⚫下水試験方法-2012年版-
 令和9年度発行予定

    

排水設備工事責任技術者試験の
運営支援

⚫ 試験制度等に係る調査研究

⚫ 排水設備工事責任技術者試験共通

試験問題の有償提供

技術課

改定 改定
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Japan Sewage Works Association 

ヒト モノ カネ

災害支援

災害時支援

大規模災害時支援の全国ルールの理解促進と

「災害時支援関係情報サイト」の運営

14

「災害時支援関係情報サイト」の
運営

⚫ Gアラート（地震発生地域にお
ける下水処理場・ポンプ場の自
動抽出・通知システム）機能を
備えた「災害時支援関係情報サ
イト」を運営し、その活用方法
等の周知を実施

全国ルールの理解促進

⚫全国6ブロック連絡会議及び災害時
支援全国代表者連絡会議等におい
て説明

※大規模災害発生時における全国の
地方公共団体、国、関係団体等の
役割分担や連絡方法に関する理解
を深める

    

    

災害時支援関係情報サイト

技術課
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Japan Sewage Works Association 

ヒト モノ カネ脱炭素化の推進、下水汚泥利用の促進

GX（グリーン・トランスフォーメーション）

に係る取組の水平展開

15

下水汚泥利用
の促進

⚫ じゅんかん育ち
の普及拡大

研修、マッチングイベント

⚫ GXセミナー、マッチング等各種
イベントで最新情報を収集・提供

情報発信

⚫ 下水道協会誌の「資源のみち、循
環のみち」コーナーで毎月下水汚
泥等の利活用法を紹介

認定工場制度（エコ資器材）

⚫ Ⅱ類資器材として、CO2削減効果の

ある原材料を使用した下水道用資

器材（エコ資器材）の登録を実施

GX

企画課技術課

技術課 規格
検査課
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Japan Sewage Works Association 

ヒト モノ カネ安心・安全な資器材の提供

下水道用資器材の信頼性向上

下水道用資器材の規格制定・改正と認定工場制度の適正な運営

16

排水設備用製品の規格適合
評価及び製品認証

⚫ ディスポーザ等の排水設備製品
について、規格適合評価を実施

⚫ 製品認証工場と規格適合の認証製
品について、継続して審査を実施

認定工場制度の利用促進

⚫ 下水道協会誌、メールマガジンに
よる情報発信

⚫ 下水道用管路資器材研修会の開催

安心・安全な

資器材の提供

認定工場制度の適正な運営と拡大

⚫ 資器材の指定、登録に関わる審査

⚫ Ⅱ類資器材として、CO2削減効果の

ある原材料を使用した下水道用資

器材（エコ資器材）の登録を実施

⚫ 制度の信頼性確保のため、厳格な
工場調査の実施

資器材の規格制定・改正

⚫ 下水道用ダクタイル鋳鉄管（JSWAS 
G-1）    6月発行予定

⚫ 下水道推進工法用ダクタイル鋳鉄
管（JSWAS G-2）  6月発行予定

規格
検査課



←文字色

四角色

Japan Sewage Works Association 

ヒト モノ カネ下水道事業に関する広報活動

下水道事業の啓発に向けた広報活動

17

下水道紹介パンフレットを無償提供

広報素材を貸し出し

HP内に学習素材や、パネル･ポスター、
展示模型、実験ツールを掲載

下水道いろいろコンクール

メールマガジン・SNS（公式X）等

下水道広報プラットホーム（GKP）、
「21世紀の下水道を考える会」協議会支援

下水道事業所
（浄化センター等）

地方自治体

広報担当者

子ども

会員と市民

民間・関係団体

「21世紀の下水道を考え
る会」協議会より

広報課

強化



←文字色

四角色

Japan Sewage Works Association 

ヒト モノ カネ下水道技術の国際展開

海外情報の収集・発信と国際規格への対応

18

国際交流を通した情報収集発信 国際規格への対応

⚫ ISO/TC224（上下水道サービス）

国内審議団体として調整や各種投票

を実施

⚫ WG10（トイレに流せる製品の規格化の

ワーキンググループ）に対する

国内対策に係る調整を実施

⚫ ドイツのIFAT2026に参加

⚫ 第99回米国水環境連盟（WEF）年次

総会(WEFTEC)でワークショップ

⚫ 国際セミナーを開催

技術課国際課



←文字色

四角色

Japan Sewage Works Association 

ヒト モノ カネDX支援

下水道共通プラットフォーム等を通したDX支援

19

下水道共通プラットフォーム

⚫ 下水道管路施設を対象としたクラ
ウド型台帳情報管理システム

⚫ 公開台帳閲覧サービス開始

※改築補助の交付要件
維持管理を含むデータベース

（令和９年度から）
※下水道情報デジタル化支援事業
（令和８年度まで）令和９年度 下水道データの収集と公表

⚫ 下水道統計の公表（ダウンロード
形式）

※データ分析により効率化等の検討が
可能に

DXのルール整備

⚫ 「下水道台帳管理システム標準仕
様・導入の手引き（Ver.5）」改定
の検討

⚫ 下水道に関するデータの利活用法
を検討

DXの強化

強化

経営課情報課

情報課



←文字色

四角色

Japan Sewage Works Association 

ヒト モノ カネ

発行から

61年

下水道情報の発信

下水道事業に関する情報を発信

20

下水道協会誌

⚫ 情報誌・学術誌として会員事業に

貢献する情報を掲載

⚫ 紙面と電子版双方で展開

⚫ 電子版は、創刊号から最新号

までPC・スマホ・タブレット

でいつでもどこでも閲覧可能

※会員サイトのため、ログ

インが必要になります。 企画課



←文字色

四角色

21

財政（カネ）への対応



←文字色

四角色

Japan Sewage Works Association 

ヒト モノ カネ下水道経営の健全化

持続可能な下水道経営支援

経営基盤の強化と財政リスク軽減

22

「下水道使用料改定シミュレー
ションソフト」の活用促進

⚫ ソフトの活用方法に関する内容を
含む使用料改定講習会を開催

「下水道使用料算定の基本的考え
方」改訂

⚫ 使用料改定の実務を支援

    3月発行予定

下水道サイバー保険

⚫ サイバーリスクに起因する事故に
よって生じる賠償責任や事故対応
費用等を補償

⚫ 令和8年4月から運用

経営戦略・使用料改定支援事業

⚫ 地方公共団体の経営健全化を支援

経営支援

新規

新規

経営課

新規



←文字色

四角色

Japan Sewage Works Association 

ヒト モノ カネ提言活動

23

施策実現等に向けた提言活動

提言活動支援

下水道事業を取り巻く社会経済状況を

踏まえつつ、下水道事業に必要な予算確

保や施策の実現に向けて、関係省庁等に

対する提言活動等を行い、事業推進の環

境整備を図る

⚫ 関係省庁と地方公共団体による意見交換
会を開催

⚫ 都道府県下水道協会等を対象とした
提言活動説明会を開催

⚫ 流域下水道都道府県協議会、
全国町村下水道推進協議会の提言活動を
支援

地方下水道協会や関係省庁との
意見交換(複数回)

総会決議

提言活動

提言活動説明会

次年度に向けた提言活動説明会

下水道事業促進全国大会

⚫ 下水道事業予算の確保に向けて開催

⚫ 流域下水道都道府県協議会、全国流域下水道促進
協議会連合会、全国町村下水道推進協議会との共催

提言活動

会員に寄り添った提言活動

関係省庁への予算確保と政策提案

提言活動の
一年の流れ

企画課



←文字色

四角色

Japan Sewage Works Association 

まとめと決意

24

会員の皆様の下水道事業を

全力でお支えします
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